
陥没が発生した場所（吉野川支川加茂谷川左岸堤防法尻付近）

吉野川

支川加茂谷川

加茂第二箇所（堤防整備
中）

陥没箇所（加茂谷川左岸堤防法尻付近）

●

吉野川河口から上流約６５km地点



【別紙】 対策工事について

対策工事の内容（標準断面図）

対策範囲
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▽ブロック工場の敷地高 A.P+68.912

加茂谷川(1/30)の計画高水位 A.P+68.292

加茂谷川計画河床高
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堤防盛土（撤去・復旧）

掘削・埋め戻し

（土砂やコンクリート殻の撤去）
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L=約70m程度

令和4年12月2日、堤防法面の張芝養生作業中に加茂谷川左岸堤防の法尻付近で陥没を確認しました。
陥没箇所付近から加茂谷橋迄の区間で試掘や地中レーダー探査等による調査を行った結果、陥没箇所
付近の堤防下にコンクリート殻による空洞を確認し、このコンクリート殻の空隙に土砂が吸い込まれ陥没
が発生したものです。
このため、令和5年1月16日よりコンクリート殻撤去等の対策工事に着手します。工事は、陥没箇所を含む
堤防延長約70mの範囲を対象に行い、令和5年5月末まで（出水期前まで）に完了予定です。

コンクリート殻

空洞の大きさ 幅1.2m×高さ40cm×奥行40cm程度
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